
創
立
１
１
０
周
年
記
念
事
業
に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す

同
窓
会
長

深
町

共
榮
（
昭
和

・
電
気
科
）
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変
化
す
る
時
代
に
生
き
る
生
徒
の
た
め
に

学
校
長

大
工
原

裕
之

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、ご
健
康
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。す
で
に
昨
年
の
会
報
に
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、３
年
後
の
令
和
９
年
に
母
校
は
創
立
１
１
０
周
年
と
な
り
、そ
の
記
念
事
業
実
行

員
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
の
地
球
温
暖
化
の
た
め
高
校
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
に
は
県
が
エ
ア
コ
ン
を
設

置
し
ま
し
た
が
、そ
の
他
の
ル
ー
ム
は
未
設
置
で
す
。そ
の
た
め
、
教
職
員
の
皆
様
が
少
し
で
も
気
持
ち
良

く
勤
務
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、こ
の
度
の
記
念
事
業
で
は
、
各
科
研
究
室
に
エ
ア
コ
ン
（
１
，０
０
０
万

円
）の
設
置
に
加
え
、
体
育
館
利
用
促
進
の
た
め
に
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
の
導
入
（
６
０
０
万
円
）
、ま
た
ク
ラ
ブ
活
動
活
性
化
に
向
け
て

の
費
用
等
を
合
わ
せ
、３
，０
０
０
万
円
の
基
金
を
募
金
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

最
近
、
在
校
生
の
創
意
工
夫
や
積
極
的
な
社
会
活
動
の
様
子
が
地
元
新
聞
等
で
数
多
く
紹
介
さ
れ
、
同
窓
生
と
し
て
大
変
誇

り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
母
校
の
教
育
環
境
を
一
段
と
整
え
、
優
れ
た
生
徒
達
の
育
成
の
た
め
に
、
卒
業
生
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

皆
様
に
よ
る
寄
付
金
を
大
い
に
役
立
て
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
募
金
趣
意
書
の
内
容
を
ご
理
解
の
上
、
進
ん
で
多
口
の
ご
寄
付

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、
地
元
企
業
・
団
体
及
び
市
町
村
様
に
は
、
実
業
高
校
と
し
て
の
上
田
千
曲
高
校
の
立
場
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、ご
寄
付
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。こ
れ
か
ら
３
年
近
く
実
行
委
員
会
委
員
の
皆
様
に
は
、
募
金
活
動
に
加
え
、
記
念
誌

の
編
纂
・
発
行
、ク
ラ
ブ
活
性
化
の
招
待
試
合
等
に
て
ご
足
労
い
た
だ
き
ま
す
が
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
、ご
理
解
と
ご
協
力
、ま
た
在
校
生
へ
の
温
か
な
激

励
を
賜
り
、
物
心
両
面
よ
り
支
え
て
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
の
冬
に
は
、
創
立
１
１
０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
体
育
館
の
整
備
を
行
っ
て
頂
き
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
体
育
館
入
口
へ
の
大
型
製
氷
機
の
設
置
、ス
テ
ー
ジ
と
ス
テ
ー
ジ
両
横
壁
面
の
修
復

塗
装
工
事
と
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
の
配
備
、ま
た
不
足
す
る
電
力
を
賄
う
た
め
の
電
気
設
備
工
事
に
な
り

ま
す
。３
月
１
日
に
挙
行
さ
れ
た
卒
業
式
で
は
、
塗
り
直
さ
れ
た
体
育
館
の
ス
テ
ー
ジ
横
の
壁
面
に
、プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
で
式
次
第
を
映
す
な
ど
、
利
用
を
始
め
ま
し
た
。そ
の
後
、
体
育
館
を
使
う
式
典
や
、
文
化
祭
な
ど
の
生
徒
会
行
事
で
も
、

大
き
な
映
像
を
映
し
出
す
の
に
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。と
て
も
効
果
的
で
応
用
の
利
く
整
備
で
あ
り
、
大
変
あ
り
が
た
く
使
わ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
今
年
度
も
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
。
部
活
動
は
も
と
よ
り
授
業
や
行
事
等
に
お

い
て
、
熱
中
症
予
防
と
し
て
生
徒
の
健
康
を
守
る
た
め
に
非
常
に
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
も
多
く
の
部
活
動
で
生
徒

達
が
生
き
生
き
と
活
動
し
、
上
位
大
会
へ
の
進
出
や
活
動
発
表
等
、
日
頃
の
成
果
を
発
揮
す
る
活
躍
を
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
企
業

や
大
学
、
短
期
大
学
校
な
ど
地
域
を
中
心
と
し
た
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
講
演
や
現
場
見
学
、
施
設
・
企
業
実
習
な
ど
、
専
門
を

深
め
拡
げ
る
学
び
の
機
会
を
数
多
く
頂
い
て
お
り
ま
す
。し
か
し
、
少
子
化
の
加
速
、
地
震
災
害
や
予
測
困
難
な
気
象
、
変
化
の
激
し

い
異
常
な
気
候
に
伴
う
食
糧
生
産
へ
の
不
安
や
、
終
わ
ら
な
い
感
染
症
な
ど
、
今
後
、
社
会
や
人
間
生
活
が
大
き
く
変
化
す
る
転
換

点
を
通
過
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
変
化
す
る
時
代
に
生
き
る
生
徒
の
た
め
に
、
地
域
に
根
ざ
し
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成

を
目
指
す
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
、ご
理
解
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、
本
校
同
窓
生
皆
さ
ま
の
母
校
へ
寄
せ
る
想
い
の
賜
物
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
の
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

上田千曲高等学校 募金パンフレット：令和６年９月発行

創立１１０周年に向けて
上田千曲高等学校同窓会

＊募金はできる限り、２口以上をお願いいたします。



大正 6年 4月 町立上田女子実業補習学校 設立
大正 9年 4月 長野県上田実科高等女学校と改称
昭和17年 4月 上田市立商工学校設立（商業科・建築科）
昭和18年 4月 機械科を設置
昭和22年 6月 旧熊谷飛行学校上田分校跡に移転
昭和23年 4月 長野県上田市立高等学校を設立

（長野県上田市立高等女学校と長野県上田商工学校
を合併昇格）位置は旧熊谷飛行学校上田分校跡とする
（建築・機械・商業・家庭・普通の五学科）

昭和24年 4月 長野県上田千曲高等学校と改称（県立移管）
昭和25年 3月 普通科廃止
昭和31年11月 創立40周年記念式典を挙行
昭和33年 4月 電気科を設置
昭和36年 4月 定時制機械科を設置 旧校舎全景
昭和37年 4月 家庭科を家政科と改める
昭和54年11月 創立60周年、新校舎落成記念式典を挙行
昭和60年 4月 機械科を一学級として電子機械科を設置
平成 9年 4月 家政科改編に伴い、食物栄養科・生活福祉科を設置
平成 9年10月 創立80周年記念式典を挙行
平成19年10月 創立90周年記念式典を挙行
平成29年10月 創立100周年記念式典を挙行
令和 3年 4月 機械科・電子機械科を統合し、メカニカル工学科を設置

（メカニカル工学科・電気科・建築科・商業科・
生活福祉科・食物栄養科・定時制機械科 計７科）

現在の校舎全景
実科女学校正門 格納庫を教室へ 旧校舎の正門


